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Mycobacterium kansasii に対 す る Ofloxacin の殺菌作用
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Bactericidal activity of ofloxacin against Mycobacterium kansasii was observed in 

in—vitro experiment.Tested bacteria were suspended to a concentration of one mg wet 

weight per ml in 10ml of Dubos liquid medium containing no drug or containing 1 or3kƒÊg/

m/l ofloxacin and incubated at 37•Ž.The number of colony-forrming units contained in a 

0.02ml-sample of the Dubos liquid medium was counted after incubation for0,1,3and7

days.The number of colonies was counted in Ogawa egg medium,to which was inoculated 

a 0.02ml-sample of dilutions of the medium by a spiral loop that can deliver a0.02

ml-sample by one inoculation.The bactericidal activity of ofloxacin against M.kansasii 

appeared after incubation of 3 days or later.This characteristic was different from the 

bactericidal activity against Mycobacterium tuberculosis,which appeared after incubation 

of 24 hours.
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緒 言

Mycobacterium kansasii による肺感染症 は,通 常,

抗結核剤 によ る化学療法 で治癒可能 である。 しか し,稀

に は,大 空洞 の症例 が,抗 結核剤 に抵抗 する ことが ある。

1983年 に,Tsukamura1)は,Mycobacterium tuber-

culosis の ほ か に, M.kansasii,M.xenopi お よ び

M.fortuitum in-uitro‚Åofloxacin (OFLX)‚É

感 受性 が高 く,1μ9/mι の濃度 で発 育 阻止 を受 けるこ

とを報告 した。その後,OFLXが 結核症 およびM. fortui-

tu m 感染症 に有効で あることが臨床的 に証明 された。

数 年前,筆 者 は,大 空洞を もっ M.kansasii 感染症

の1例 が, SM+INH+RFP の治療 に抵抗 した ことを経

験 し,こ れ にOFLXを 使用 した ところ,効 果 があ った

こ と を経 験 し た2)。 OFLX‚ªM.kansasii に対 して低

濃度で発育阻止を起 こす ことはすで に明 らかであ るが,

本報で は,血 中濃度で到達 しうる濃度 で殺菌作用 を示 す

か どうかを観察 した。
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Fig.Bactericidal Activity of Ofloxacin against 

Mycobacterium kansasii Strains

A,Strain 07002(ATCC 12478);B,Strain 07008

(M.Tsukamura);C,Strain 07009(M.Tsukamura).

•Z-•ZOfloxacin 0ug/ml(control);•œ-•œOfloxacin

 1ug/ml,•¢-•¢Ofloxacin 3ug/ml.

実 験方 法

使 用 菌 株 は,M.kansasii 07002株(ATCC 12478),

07008,07009の3株 で あ る。 いず れ も肺 感 染 症 の 患 者 か

らの分 離 株 で あ る。

被検 株 は1%小 川 培 地 に培 養 し,7日 後 に集 落 を 集 め,

ガ ラ ス 玉 コ ル ベ ンで5分 間 振盪 し均 一 化 した後,ま ず

Dubos液 体 培 地 に 湿 菌 量10mg/mlの 濃 度 に浮 遊 させ

た 。 こ の 浮 遊 液1.0mlをDubos液 体 培 地9.0mlに 加

えて計10mlと し,165×16.5mmの 試 験 管 に分 注 した。

以 上 の 培 地 は,各 菌 株 に つ い て4aliquotsを 作 り,37

℃ に0,1,3,7日 培 養 した後 に生 菌 単 位(colony

-formingunits=CFU)の 測 定 に 使 用 した 。 生 菌 単

位CFUは,培 地0.02mlあ た りの 値 と してFig.に 示

した 。

生 菌 単 位CFUの 測 定 は,次 の ご と く行 った。0,1,

3お よ び7日 培 養 後 に,培 地 を0.9%NaClの 水 溶 液

で10-6ま で希 釈 し,そ の10-2-10-6希 釈 液 の各 々 か

ら0.02ml-sampleを 渦 巻 白金 耳 で 取 って1%小 川 培

地 に接 種 し,37℃21日 培 養 後 に集 落 数 を 数 え た。

Dubos液 体 培 地 は 次 の ご と く 作 製 し た。Dubos

 Broth Base(Difco Lab.,Detroit,Michigan,USA)

1.3gを 蒸 留 水180mlに 溶 解 し120℃15分 間 滅 菌 した 。

こ れ に20mZの 牛 血 清(栄 研)を 無 菌 的 に添 加 した 。

OFLXも 無 菌 的 に1ug/mlお よ び3ug/mlの 濃 度 に

加 え た。

実験成績および考察

成績 をFig.に 示す。OFLXのM.kansasiiに 対 す

る殺菌作用 は1ug/mlお よび3ug/mlの 濃度 では,培

養1日 後 には著明ではな く,3日 培養後 またはそれ以後 に

著 明 とな った。この点,培 養24時 間後ですで に殺菌作 用

がみ られたM.tuberculosisの 場合 と様相を異 にす る3)。

1お よび3ug/mlの 濃度 は,通 常 の投与量(1日0.3

g内 服)で 十 分到 達 しうる濃度 であ る4)。この濃度で,

や や遅れてで はあ るが殺菌作用 がみ られた ことは,OF-

LXがM.kansasiiの 治療 薬 と して期 待 で きる ことを

示 して いる。

な お,最 小 発 育 阻 止 濃 度 は,3株 と もに,小 川 培 地 で

1ug/mlで あ っ た1)。

結 論

OFLXは,Dubos液 体培 地 中1ug/mlお よび3ug

/mlの 血 中濃度 と して到達で きる濃度でM.kansas

ii 3株 に対 して殺菌作用 を示 した。 この殺菌作用 は培養3

日後 またはそれ以後 に著明 となる点で,M.tuberculo-

sisに 対 す る殺 菌作用 とは異 なって いた。M.kansasii

に対 す るOFLXの 殺菌作用 は遅 く発現す ることに,そ

の特徴 がある と思 われた。
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